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研究要旨 
 全身性エリテマトーデスのリスク要因に関するエビデンスは国際的に
も乏しい。日本人においても同様に、環境要因、遺伝要因に関する質の高
いエビデンスは非常に少ない。早急にエビデンスを蓄積する必要がある。 
 今後、全身性エリテマトーデスの症例対照研究を実施するに当たり、質
問調査票を開発する準備として、全身性エリテマトーデスのリスクと関連
する環境要因について、文献を調べた。 
 喫煙、ホルモン補充療法と経口避妊薬、アルコール摂取でメタ・アナリ
シスが実施されていた。喫煙、ホルモン補充療法と経口避妊薬で有意にリ
スクが高まり、適度な飲酒では有意に予防的であった。個別の研究では、
出生時過体重、早産、ストレスや手術歴がリスクを高め、3人以上の子ど
もがいることが予防的であった。 
 栄養摂取については、過去にビタミンD摂取との関連を報告した論文が
あるが、有意な関連ではなかった。今後は、栄養についても半定量食事摂
取頻度調査票を用いて詳細な情報を得るのが望ましい。 

 
Ａ．研究目的 
 全身性エリテマトーデスの平成 26 年度に
おける医療受給者証所持者数は 63,622 名で
ある。全身性エリテマトーデスのリスク要因
に関するエビデンスは国際的にも乏しい。環
境要因、遺伝要因ともに質の高い日本人のエ
ビデンスがとても少なく、エビデンスを蓄積
する必要がある。過去に難病の疫学研究班が
中心となって、症例対照研究が実施され、幾
つかのエビデンスは創出されている 1-9)。しか
しながら、さらに日本人のエビデンスを蓄積
する必要がある。今後、全身性エリテマトー
デスの症例対照研究を実施するに当たり、質
問調査票を開発する準備として、全身性エリ
テマトーデスのリスクと関連する環境要因に
ついて、文献を調べた。 
 
Ｂ．研究方法 
 全身性エリテマトーデスと関連する環境要
因について、メタ・アナリシスが存在する場
合、その結果をまとめた。メタ・アナリシス
がない場合、代表的な結果をまとめた。 
 

Ｃ．研究結果 
Ｃ－１）喫煙 

2015 年に公表されたメタアナリシスには
11の症例対照研究と 2つのコホート研究が含
まれた。尚、11 症例対照研究のうち、3 症例
対照研究はわが国の研究である。非喫煙に対
する現在喫煙の pooled odds ratio (OR)は 1.56 
(95% CI: 1.26-1.95)であり、統計学的に有意な
正の関連を認めた 10)。 
 
Ｃ－２）ホルモン補充療法と経口避妊薬 
 2014 年に公表されたメタアナリシスにお
いて，2 つのコホート研究を統合したホルモ
ン補充療法の pooled rate ratio (RR)は l.96 
(95%CI: 1.51-2.56）であり、統計学的に有意
な正の関連を認めた 11)。4 つの症例対照研究
を統合した経口避妊薬の pooled RR は 1.44 
(95% CI: 1.00-2.08)と統計学的に有意にリス
クを高めた 11)。 
 
Ｃ－３）飲酒 
 2008 年の 6 症例対照研究と l つのコホート
研究によるメタアナリシスによると、適度な
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飲酒による pooled OR は 0.72 (95% CI: 
0.55-0.95)であり、統計学的に有意に予防的で
あった 12)。 
 
Ｃ－４）その他 
 アメリカの Nurses' Health Study によると、
出生時過体重と早産がリスクを高めた 13）。
鷲尾らの症例対照研究では、ストレス 7）と手
術歴 9）がリスクを高め、 3 人以上の子どもが
いること 9）が予防的であった。 
 
Ｄ．考察 
 栄養摂取については、過去にビタミン D 摂
取との関連を報告した論文があるが、有意な
関連は認めなかった。今後は、栄養について
も半定量食事摂取頻度調査票を用いて詳細な
情報を得るのが望ましい。 
 
Ｅ．結論 
 喫煙やアルコールなど、環境要因が全身性
エリテマトーデスの発症に影響している可能
性が高い。故に、症例対照研究により、日本
人のエビデンスを蓄積することは合理的であ
る。 
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